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これからの活躍を期待して 
 

近年、情報通信技術の著しい進歩にともない、私たちは世界各地の情

報を容易に得ることができ、世界を身近に感じることができるようにな

りました。 

地方自治体や民間団体はもちろん、個人においても、外国の人々との

交流が図られ、異文化への理解を深める機会が増えています。また、訪

日外国人が飛躍的に増加しており、加古川市内でも外国人を目にする機

会が増えてまいりました。 

このような状況において、加古川市では、昭和４８年、ブラジル・マ

リンガ市との姉妹都市提携を契機に、「地域に根ざした国際交流」を目

ざして、青少年の海外相互派遣をはじめ、在住外国人との交流など各種

の事業を実施しています。 

加古川市青年海外派遣事業は、姉妹都市等での交流を通じて国際的視

野を持ち、国際親善に貢献できる行動力のある国際人を育成することを

目的として実施しており、平成４年に第１回目の派遣団をブラジル・マ

リンガ市に派遣して以来、毎年欠かすことなく派遣を続けています。２

７回目の派遣となる今回も６名の青年を派遣し、相互理解や友好親善を

深めてまいりました。 

本年はブラジルへの日本人移住が始まって１１０周年を迎える記念

すべき年でもあります。７月にはサンパウロ、マリンガで大規模な祝賀

式典が開催され、まだその余韻が漂う中での訪問機会を得ることができ

ました。派遣生たちは、マリンガ市民の心からの歓迎に触れ、言語を超

えた人との繋がりの大切さを改めて感じるとともに、日系の方々との交

流を通して、日本、加古川への愛着を深めることができたと思います。

今回の派遣を機に、派遣生たちが地域社会、さらには国際社会の一員で

あることを認識し、国際人として活躍されることを大いに期待していま

す。 

結びになりますが、この青年海外派遣にあたってご理解、ご協力を賜

りました関係機関の皆様に厚くお礼申しあげます。 

平成３０年１２月 

加古川市長 岡 田 康 裕 
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派遣団日程表          (EK:ｴﾐﾚｰﾂ航空 G3:ｺﾞﾙ航空 LA:ﾗﾀﾑ航空) 

月日(曜) 場 所 交通機関 行  程 宿 泊 

平成 30 年 
8 月 7 日 
（火） 

加古川発 
関西空港 (KIX) 

市バス 
EK317 

 

機中泊 

8 月 8 日 
（水） 

ドバイ着(DXB) 
ドバイ発(DXB) 
サンパウロ着(GRU) 

 
EK261 

専用車 

 
 

 
 

サンパウロ泊 

8 月 9 日 
（木） 

サンパウロ発(CGH) 
マリンガ着(MGF) 

専用車 
G3-1154 

サンパウロ市内視察(セー広場、東洋
人街、日本移民史料館) 
マリンガ外国語センター25 周年式典 
歓迎夕食会 

 
マリンガでの 
ホームステイ 

8 月 10 日 
（金） 

マリンガ  

サンフランシスコザビエル学校視察 
ウニセズマール大学視察 
マリンガ市議会表敬訪問 
ｶﾃﾄﾞﾗﾙ(ﾏﾘﾝｶﾞ大聖堂)視察 
マリンガ市役所表敬訪問 
パラナ福祉和順会老人ﾎｰﾑ視察 

 
 

マリンガでの 
ホームステイ 

8 月 11 日 
（土） 

マリンガ  
マリンガ日本庭園視察 
農場視察 
ホストファミリーとのプログラム 

マリンガでの 
ホームステイ 

8 月 12 日 
（日） 

マリンガ  

 
ホストファミリーとのプログラム 
 
 
お別れ夕食会 

 
 
 

マリンガでの 
ホームステイ 

8 月 13 日 
（月） 

マリンガ発(MGF) 
サンパウロ着(GRU) 
サンパウロ発(GRU) 
イグアス着(IGU) 

G3-1111 
 

G3-1170 
専用車 

 

 

 

イグアスの滝(ブラジル側)視察 

 
 
 

イグアス泊 

8 月 14 日 
（火） 

イグアス発(IGU) 
リオデジャネイロ着(GIG) 

専用車 
LA4591 
専用車 

イグアスの滝(アルゼンチン側)視察 
 
 

 

リオデジャネ
イロ泊 

8 月 15 日 
(水) 

リオデジャネイロ 専用車 
リオデジャネイロ市内視察 
(ｲﾊﾟﾈﾏ海岸、ｴｽｶﾀﾞﾘｱ ｾﾗﾛﾝ、ｾﾝﾄﾛ地区、
ｺﾙｺﾊﾞｰﾄﾞの丘、ﾎﾟﾝｼﾞｱｽｰｶﾙ) 機中泊 

8 月 16 日 
(木) 

リオデジャネイロ発(GIG)  
ドバイ着(DXB) 

EK248 
 

 
 

 

ドバイ泊 

8 月 17 日 
(金) 

ドバイ 専用車 
ドバイ市内視察 
(市場、アブラ乗船、ジュメイラモス
ク、ドバイ博物館など) 機中泊 

8 月 18 日 
(土) 

ドバイ発(DXB) 
関西空港着(KIX) 
加古川着 

EK316 
 

市バス 

 
 
  



 

4 

 

事前研修 

 選考会で選ばれた 6名の派遣生は、加古川市の代表としてマリンガ市等を訪問することの

認識を深めるとともに、ブラジルやマリンガ市の歴史と文化を理解することを目的に事前研

修を実施しました。本年は気象警報による研修中止や視察の中止などが続き、例年と比較す

ると大変密度の濃い内容で研修を実施することになりました。 

ポルトガル語研修では、第１回目の青年海外派遣生である胡重尚子氏を招いて、あいさつ

や家庭内での基本的な会話など、ポルトガル語の基礎を学習しました。 

また、マリンガ市のお別れ夕食会で披露する派遣生によるアトラクションについては、ソ

プラノリコーダー、アルトリコーダーによる「上を向いて歩こう」の合奏に決定しました。

時間が限られる中、研修の終了後に集中して練習を行いました。 

 

 

事前研修日程 

実施日 内 容 場 所 

第１回 6 月 30 日（土） 

オリエンテーション 

自己紹介 

ポルトガル語研修 

加古川市国際交流センター 

第２回 7 月 7 日（土） 
※気象警報発令のため 

中止 
 

第３回 7 月 28 日（土） 

訪問地研究発表 

自己研修テーマ発表 

交歓プログラムの練習 

加古川市国際交流センター 

第４回 8 月 4 日（土） 結団式・壮行会 加古川市国際交流センター 

 

 

 

 

  

ポルトガル語研修 
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結団式 

８月４日（土）国際交流センターにて、結団式を実施しました。加古川市長や市議会議長

から激励の言葉をいただき、加古川市を代表して派遣されることへの責任を改めて感じまし

た。また、リーダーの小口さんが派遣にかける意気込みを力強く宣誓しました。 

国際ソロプチミスト加古川より、現地で使用するショルダーバックをいただき激励してい

ただきました。 

 

 

 

 

 

事後研修 

 ９月２日（日）国際交流センターにて事後研修を実施しました。 

現地での経験を今後どのように生かしたいかなど、意見を交わしました。「もう一度マリン

ガ市を訪れたい。」と語るとともに、「マリンガ市の方々の日本や加古川市に対する想いを伺

うことができた。」「これまでの交流で築きあげてきた人のつながりや姉妹都市提携の意義等

を改めて感じることができた。」などの感想を述べていました。 

 

 

 

 

 

 

帰国報告会 

 １１月４日（日）、国際交流セミナーの一環として青年・中学生海外派遣団の合同帰国報

告会を実施しました。それぞれの派遣生から、現地での経験や学んだこと、これから取り組

んでいきたいことなどを岡田市長をはじめ関係の皆様に報告しました。 
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団員レポート  青年海外派遣を振り返って 

                           井上
I N O U E

 夏海
NATSUMI

 
私の初めての海外旅行はオーストリアで、

高校 2年生の時でした。それまで日本から

出たことがなく、オーストリアで日本と全

く違う景色、食べ物、文化を見て、すごく

衝撃を受けたことが今も鮮明に思い出せま

す。その時から、いつか海外で生活をして

みたいという思いがあり、大学に入ってか

らは何カ国かに留学や観光に行っていまし

た。今回、加古川市が毎年ブラジルに海外

派遣事業を行なっていると言うことを母か

ら聞き、絶対に参加したい！と思い、すぐ

に応募を決めました。 

ブラジルに着いて、一番驚いたのは食文化の違いです。ブラジルの郷土料理には、塩漬け

にした牛肉や豚肉を黒豆で煮込んだ「フェイジョアーダ」、モチモチのチーズパン「ポンデ

ケージョ」、パイ包みのフライ「パステル」、ブラジルの焼肉「シュラスコ」など、日本では

見たことも、食べたこともない料理ばかりで、最初は見た目に戸惑ってあまり食べられませ

んでしたが、次第に慣れてきて最終日にはおなかいっぱいになるまで食べていました。ブラ

ジルは海に面している国なのにほとんど魚料理はないのはなぜだろうと思っていると、マリ

ンガで日本料理を食べに行ったとき、日本人の店員さんが「ブラジルの人は、骨をとるのが

面倒であまり魚を食べない」と教えてくれました。ブラジル人らしい理由で面白いなと思い

ました。 

ブラジルに着いた２日目の夕方、姉妹都市であるマリンガに向かいました。マリンガで過

ごす 4日間はホームステイで、ホストファミリーと仲良くやっていけるか、少し不安でした。

でも、空港に着くと、ホストファミリー達がすでに

集まっていて、私たちの到着を暖かく歓迎してくれ

たので、すぐに不安はなくなりました。私は、堀江

さんと一緒に、イチバさんファミリーにホームステ

イさせていただきました。イチバさんファミリーは、

4人家族で、お母さんと長女のナオミは日本語で話

しかけてくれて、お父さんと長男のユキオさんは日

本語をあまり話せませんでしたが、知っている日本

語を使って私たちに話しかけてくれました。また、

日本にとても興味を持ってくれていたことも嬉し

かったです。事前研修で、ブラジルは日本人移民が
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たくさんいたことは学んでいたので、日系人がいることも知っていましたが、実際に日本の

ほぼ反対側にあるブラジルで日本語が使われているのを見ると、とても不思議な気持ちにな

りました。マリンガで特に思い出に残っているのは、ピザパーティーです。他のホストファ

ミリーのお父さんやお母さん達が美味しいピザを焼いてくれました。そのパーティーには地

元の子も何人か来ていて、一緒にデザートを作ったり、自己紹介をお互いの言語で言い合っ

たり、手押し相撲やゲームをして遊びました。みんな私たちに気さくに話しかけてきてくれ

て、仲良くなるのに言葉が通じる、通じないは関係ない、と改めて実感しました。他にも、

ホストファミリーと買い物や日曜日の市場に行ったり、一緒にブラジルのカレーを作ったり、

ネイルをしたりしました。たった 4日間という短い

時間でしたが、私にとって本当に濃い時間でした。

加古川市の姉妹都市、マリンガ市は人も街並みも本

当にいい所だということがとてもよくわかりまし

た。マリンガを出発する日の早朝、空港でホストフ

ァミリーとお別れをするときは本当に悲しかった

です。ずっとマリンガに居たいと思いました。でも、

「日本に遊びに行くよ」と言ってくれたので、日本

に来たときには私が同じように最高のおもてなし

をしようと思いました。マリンガを出発してからは

観光がメインで、イグアスの滝、リオデジャネイロ

などに行きました。イグアスの滝は、テレビや本で何度か見かけたことがありましたが、実

際に行ってみるとその迫力に圧倒されました。ブラジル側では、ボートに乗って滝に突っ込

みました。まさか滝に打たれるとは思っていなかったので全身ビショ濡れになりましたが、

とてもスリルがあって楽しかったです。アルゼンチン側の悪魔の喉笛は、隣にいる人と会話

するのにも、大きな声を出さないと聞こ

えないほど大きな音でした。リオデジャ

ネイロでは、キリスト像が曇っていて見

えにくかったのが残念でしたが、普通の

観光ではいけないようなところにも連れ

て行ってもらえて、ブラジルのことをさ

らによく知れたような気がします。 

最後に、第 27 回加古川市青年派遣生と

してブラジルを訪れたことによって、日

本人とは違う価値観、視点を知ることが

出来ました。これから、今回の海外派遣での貴重な経験を活かして、日本と海外を繋ぐこと

が出来るような国際的な人なりたいと思います。国際交流協会の皆様をはじめ、海外派遣に

関わっていただいた皆様、本当にありがとうございました。 
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団員レポート  ～百聞は一見に如かず～                                       

大角
O S U M I

 奈
N A

央
O

 
 

 大学からのメールに、「加古川市姉妹都市ブ

ラジルのマリンガ市へ！参加青年を募集」と

あり、加古川という文字に反応し、メールを

確認したことがこの加古川市青年海外派遣に

関わるスタートでした。 

地球上で日本の反対側のブラジル。今後行け

る機会はあるのだろうか？そう考えた時にブ

ラジルでのホームステイはきっと二度と出来

ない経験だろうと思い参加を決意しました。 

このブラジル渡航に参加する前は恥ずかしな

がら、加古川市とマリンガ市の姉妹都市関係

が 45 年も続き、今年日系移民 110 周年を迎えたことすら知りませんでした。ましてや、ブ

ラジルについてはサンバカーニバルやサッカーが有名である程度の知識しかありませんで

した。 

私がこの研修で一番楽しみにしていたホームステイ先は、非常に気さくなご夫婦と 2匹の

犬がいるご家庭でした。英語でのコミュニケーションは難しく、初日は聞き取れなくても聞

き直すことが出来ず、自分から質問することが出来なくて戸惑いながら過ごしていましたが、

うまく話せなくても私の話に耳を傾けてくださり、たくさんブラジルの文化についても教え

ていただくうちに、不安や戸惑いがいつのまにか無くなっていました。ブラジルでの滞在で

ホームステイを経験できたことは直接文化や生活を感じることができ、旅行としてブラジル

を訪れるのとはまた一味違った経験をすることができたと思います。 

 マリンガ滞在最終日の日曜日はホストファミリーの家の近くで日曜市が開催されており、

そこへ連れて行っていただきました。新鮮な食

材から様々な生活雑貨まで非常にたくさんの種

類のお店が向かい合うように並んでいて、多く

の人でにぎわっていました。日本では見かけな

いナッツ類や果物もたくさんあり興味津々でみ

ていると「日本人？食べてみる？」話しかけて

いただき、多くのお店で試食させていただきま

した。すれ違う人も「コンニチハ」「アリガトウ」

と日本語で何度も声をかけてくれました。その

市場で一人の男の子がホストファミリーに話し

かけポルトガル語で少しやり取りした後に私に
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向かって「ニホンガダイスキ」と声をかけてくれ、とても嬉しかったです。 

ブラジルに滞在している間本当にたくさんの方

が私に話しかけてくださり、初めて会う人も友達

のような距離感で接していたり、挨拶でハグを行

う文化など、人と人の距離が日本よりも近いこと

がとても印象的であるとともに新鮮で、楽しかっ

たです。リオでガイドさんが連れて行ってくださ

った「エスカダリア・ド・セラロン」は、チリ人

の方が階段にタイルを貼りつくられた場所で多

くの観光客がいましたが、その華やかな場所でも

夜に立ち入ることは非常に危険で、周りにはここ

より一本奥の道は通っては危ない場所があると

教えていただきました。私はブラジルにスラム街があることは事前研修などでも教えていた

だいていたため知っていましたが、訪れてみて驚いたことはそのようなスラム街を夜に見る

と非常に明るく輝いて見えることです。私はスラム街＝暗いと思っていました。しかし移動

のときに上から見るスラム街はほかの街よりも明るくて、人々が密集しているからだと教え

ていただき、実際に見てみることで知れることがあることを体感しました。今回、加古川市

青年海外派遣団への参加は私のブラジル

へのイメージを大きく変化させたと同時

に、“百聞は一見に如かず”という言葉の

通り、自分自身で直接見て、経験すること

の大切さを実感しました。日本から見ると

地球の反対側にあるブラジルにはなかな

か簡単には訪れることが出来ませんが、加

古川市とマリンガ市が 45 年間の姉妹都市

関係を続け 27 回もの青年派遣を行ってい

るということが両市の友好関係の深さを

表し、素晴らしいものであると思うととも

に、両市の関係を築く派遣事業に参加でき

たことを非常に嬉しく思います。 

現地でお世話になった多くの方々はじ

め、国際交流センターの皆様、派遣団のメ

ンバーに感謝申し上げるとともに、加古川

市・マリンガ市両市の友好関係のさらなる

発展を心よりお祈り申し上げます。ありがとうございました。 
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団員レポート   マリンガ市での一日 

                              小口
KOGUCHI

 未羽
M I U

 
 

私は、母から加古川青年海外派遣団がある

ことを聞き、日本の反対側のブラジルなんて

一生で行く機会が無いかもしれないと思い、

第２７回加古川市青年海外派遣団に応募しま

した。 

派遣のための事前研修は、台風などの悪天

候で中止になり、研修の回数が少なかったた

め、少し不安な気持ちもままブラジルへ出発

の準備をしていました。しかし、今回の加古

川青年海外派遣団のメンバーは大学生の女子

６人だったため、すぐに打ち解けることができ、ブラジルへの出発が近づくにつれ、とても

楽しみに変わってきました。 

加古川市の姉妹都市であるマリンガ市で「かこがわ」という言葉が、普通に通じることに

とても驚きました。サンパウロ、リオネジャネロにも行きましたが、「かこがわ」という言

葉は、全く理解されませんでした。また、マリンガ市では、「加古川」という単語を出すだ

けで、大変喜んでくれたことに、とても感動しました。しかし、加古川市では「マリンガ」

という単語についてあまり認知されておらず、長い間、姉妹都市としての友好関係がある市

であることを知らない人が多くいます。私自身も、この海外青年派遣団に参加するまで知り

ませんでした。そこで、私はマリンガの方

たちが、なぜ加古川のことを知っているの

か疑問に思いました。 

この度、マリンガ市に行って初めて知り

ましたが、マリンガ市には、「加古川大通

り」がありました。日本からこんなに遠く

離れた国に、加古川市の名前のついた道が

あることが本当に感動でした。そして、こ

の道のことは、住んでいる人が知っている

ため、加古川という単語は日常で良く聞く

単語ということがわかりました。マリンガ

市において加古川市と絆をとても強く感じることができました。それに比べ、加古川市にあ

るマリンガ通りについては、加古川市では、知らない人も方が多いように感じます。お互い

にすばらしい友好関係の証なので、多くの人に知ってもらいたいと思いました。また、マリ

ンガ市での 3泊 4日のホームステイは大変短く感じました。皆さんは年齢に関係なくとても
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パワフルでした。私は、ホストファミリーのお友達が

誕生日ということで、誕生パーティーに参加させても

らいました。私が参加した時間はすでに夜中１２時過

ぎでしたが、お年寄りから子どもまで盛り上がり、大

変にぎやかなパーティーで、私も疲れが飛んでしまう

ぐらい元気になって帰ってきました。また、マリンガ

市では、夜遅くても帰宅する前には、サンドウィッチ

を食べに行ったりするらしく、みなさんが食欲旺盛な

ことにとても驚きました。マリンガ市では、毎週日曜

日に公園の周りの片方の道路を封鎖し、そこでサイク

リングやフリーマーケットなどが行われています。私は、サイクリングをしながら街をまわ

り、街や人々の様子を身近に感じることができて、とてもよかったです。また、私がいた日

がブラジルの父の日だったため、ホストファミリーの家では家族がお昼に集まり、一緒に食

事をするらしく、親戚の方々と一緒に私も参加させてもらいました。そこでは日本語とポル

トガル語が飛び交う会話の中、盛大に行われとても不思議な空間でした。 

今回の加古川青年海外派遣団に参加して、日本から一番距離が離れているブラジルですが、

とても距離を近く感じることができました。私は今までにブラジル以外で７カ国程行ったこ

とがありますが、その中でも圧倒的にブラジルが一番よかったです。ブラジルは英語が伝わ

らない分大変な部分もありますが、言葉以外のノンバーバルコミュニケーションの大切さを

学びました。人と人との距離の近さ、誰でも受け入れる文化がブラジルにはあるのだと思い

ました。ブラジルと比べると日本の方が交通面や生活の利便性はあるかもしれません。しか

し、人とのつながり、その人らしく生活していくこと、時間の余裕さなどは、圧倒的にブラ

ジルの方が良いと肌で感じました。 

今、日本では人との繋がり、地域の人との繋がりが希薄になっているといわれていますが、

この度ブラジルに行くことで改めてその大切さを学びました。 

 この度は、ホストファミリーをはじめ、多くの方に大変お世話になりました。また。青

年海外派遣団に参加することで、素晴らし

い人、仲間との出会い、そして貴重な経験

をたくさんすることができました。今後は、

私自身マリンガ市とのつながりを大切に

続けていき、そのつながりに関わっていき

たいと強く思います。 

最後になりましたが、このような機会を

与えてくれた両親、加古川市に感謝をする

とともに、マリンガと加古川市の文化交流

の発展をお祈りいたします。 

本当にありがとうございました。Muito 

obrigada!!! 
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団員レポート  ブラジルで感じたこと 

                              髙山
TAKAYAMA

 あす
A S U

か
K A

 
学生最後の夏、今しかできないことに挑戦して

みよう。これが私の夏の目標でした。先日初めて

海外へ旅行したことをきっかけに、海外のいろん

な所へ行ってみたいという気持ちがとても強く

なっていたとき、祖父から 1 本の電話が入りまし

た。「ブラジル行ってみんか？」最初は驚きまし

たが、地球の反対側にあるブラジルなんてそう簡

単に行ける場所じゃない、今しかない、そう思い、

すぐに行くことを決意しました。 

渡航前に行われた事前研修では、ブラジル移民の歴史、加古川市とマリンガ市のつながり、

ポルトガル語などを学びました。どんな人に会えるのだろう、どんな景色が見られるのだろ

う、そんな楽しみな気持ちが増えていく一方、言語が違う人と通じ合えるのだろうか、治安

が悪いなか犯罪に巻き込まれないだろうかという不安もだんだんと大きくなっていきまし

た。 

8 月 7 日に日本を出国し、ドバイを経由してブラジルへ到着しました。サンパウロでの市

内見学を終え、いよいよホームステイさせていただくマリンガ市へと向かいました。12 日

間の派遣研修の中でも特に印象に残っているのが、マリンガ市到着の瞬間です。マリンガ市

へ着陸した飛行機を降り荷物をとって到着ロビーに出た瞬間、たくさんのホストファミリー

たちの拍手と歓声に出迎えられました。まるで有名人が来た時のような雰囲気にとても驚い

たのを覚えています。私たちが日本から来ることを心の底から歓迎してくれていることを強

く感じました。マリンガ市の方々はみんなあたたかく、自然が豊かで本当に素敵なところで

した。駒込農場の見渡す限り一面のトウモロコシ畑で、空がこんなにも大きいことを知りま

した。マリンガ市の中心に立つマリンガ大聖堂、大きな日本庭園、加古川通りや日本料理の

お店などからブラジルにいながらも日本を感じ、ブラジルと日本、マリンガ市と加古川市の

つながりの深さを実感しました。 

ホームステイでは、18 歳の兄、10 歳の弟、

7歳の妹のいる 5人家族にお世話になりま

した。英語での日常会話ができるのは 18

歳の兄だけだったため、英語とポルトガル

語の通訳をしてもらいながら家族とコミュ

ニケーションをとりました。しかし、私に

とって初めてのオールイングリッシュでの

生活。ホストマザーは初日に、「言葉はわか

らなくても心で通じ合うことができる」と
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私に伝えてくれましたが、マリンガ空港からホストファミリーの家に向かう車中で英語とポ

ルトガル語が飛び交う中、英語をうまく聞きとることができず不安と緊張が募りました。次

の日から、ホストファミリーは私をいろんな所

へ連れて行ってくれました。ショッピングモー

ルやスーパー、日本料理屋、大きな公園。そし

て行く先々で出会う知り合いや店員さんに、私

が日本から来てホームステイをしていることを

紹介してくれました。出会った人みんなが大歓

迎してくれたのを覚えています。そして、ハグ

や言葉を通して愛情や感謝の気持ちをたくさん

の人に伝えていました。日が経つにつれ英語で

の会話にも慣れてきて、兄との日常会話はスム

ーズにできるようになりました。そしてもっと

驚いたことに、英語の話せないホストファザー

やマザー、弟や妹とも簡単な英語やジェスチャ

ーを駆使して気持ちを伝えられるようになった

のです。ホストマザーが初日に私に言った言

葉は本当だったのだと実感しました。言葉は

違うけれど、伝えたい気持ちがあれば伝わる

ということ学びました。「伝えたい」という

気持ちを強く持つこと、その気持ちを言葉や

行動に表すこと、これが日本でも海外でも人

とコミュニケーションをとるときに大切な

ことであると思います。 

最後に、私たちをあたたかく迎えてくださ

ったブラジル現地の方々をはじめ、加古川市

国際交流協会の皆様、今回の青年海外派遣に

関わる全ての方々に感謝申し上げます。今後

も加古川市とマリンガ市が長く深く友好関

係を続けていかれることを願っています。大

変貴重な経験をさせていただき、本当にあり

がとうございました。 
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団員レポート  ブラジルで感じたこと 

                            堀江
H O R I E

 佑
Y U

実
M I

 
 私は、ブラジルのマリンガ市が姉妹都

市で、加古川市と長い交流があるという

ことは、今回の加古川市青年海外派遣に

応募するまで知りませんでした。応募の

きっかけは、「ブラジルなんて、このチャ

ンスを逃せば二度と行く機会はないし、

何より海外に行ってみたい」という安易

な考えでした。高校の修学旅行でしか海

外に行ったことがなかったので、漠然と

海外に対する憧れがあったからです。し

かし、無事に派遣生に選ばれ、「もしひっ

たくりにあったら襲ってくる可能性があ

るため抵抗はしてはいけない」「夜はむやみに出歩いてはいけない」という事前研修での注

意点を聞いているうちに不安になって、ブラジル＝怖い・危ないというイメージが強くなっ

ていきました。 

そして、いよいよ出発日。私は人生で一番長いフライトを経験しました。やはり、丸一日飛

行機に乗ると、体のあちこちが悲鳴を上げていて、ブラジルは日本の反対側にあるというこ

とを身にもって感じました。 

 サンパウロ市内の観光では、やはり日本移民史料館が印象的でした。「ハルとナツ」の DVD

を事前に鑑賞していたため、時代背景や当時の様子が想像しやすく、より理解が深まりまし

た。特に、当時の再現家屋はリアルで、生活の苦しさを物語っていたけれど、どことなく日

本らしさを感じました。過酷な労働に耐え、時代を生き抜いた日本人の強さを学ぶことがで

きました。ブラジル日本人移民 110 周年という記念すべき年に訪れることができて本当に良

かったです。 

その後、マリンガでホストファミ

リーと対面しました。空港に着く

と初めて会った私たちを温かく

歓迎してくださいました。驚きと

同時に、その温かさに感動しまし

た。歓迎の食事会でも、たくさん

の人が「こんにちは」と声をかけ

てくださり、どこに行っても私た

ちを歓迎してくださった心優し

いマリンガの人たちのことが大
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好きになりました。ブラジルに対し

てのマイナスの情報だけを見て、勘

違いしていた私の中の悪いイメー

ジは消えました。また、私がお世話

になった家庭は、日本語が話せたた

め、会話は苦労しませんでした。お

父さんは、あまりたくさんは話せな

かったけれど、車で何度も送り迎え

をしてくれて、とても優しい人でし

た。お母さんはいつもニコニコして

いて、楽しい話をいっぱい話してく

れたり、寒いと言うとコートを貸してくれたり、体調が悪くなったときに「ゆっくり休んで

いいよ」と優しく声をかけてくれました。お兄ちゃんは、朝ご飯を用意してくれたり、朝早

くに集合場所まで送ってくれました。なおみちゃんは年齢が近いというのもあって、たくさ

ん喋ったり、写真を撮ったり、ゲームをしたりと、とても仲良くなりました。4日間はとて

も楽しく充実していて、あっという間に過ぎてしまいました。本当の家族のように接してく

れた Claudio Ichiba 家には感謝の気持ちでいっぱいです。この出会いは、私にとって一生

の思い出になりました。 

イグアスの滝では、どこを見ても滝が広がっていて、その迫力に圧倒されました。滝のぎ

りぎりにまで近づくことができたので、水しぶきでできていた虹がとてもきれいに見えまし

た。ブラジル側とアルゼンチン側の両方から見ることで、同じ滝なのに、全く違う二つの顔

が見られて面白いなと思いました。また、ボートに乗った時は、容赦なく滝に突っ込んでい

ったので、濡れ方は尋常ではなかったけれど、身をもって滝の勢いを感じることができたの

で、いい経験ができました。 

 この加古川市青年海外派遣を通して、たくさんの貴重な経験をさせていただきました。マ

リンガ市との交流は、互いの文化・歴史を知ったり学んだりするだけでなく、様々な人との

出会いが、一生忘れられないかけがえ

のないものになりました。若者が様々

な経験や出会いを通して、価値観を見

つめ直すこと、視野を広げることがで

きるこの交流を今後も続け、マリンガ

市のことをもっとたくさんの加古川

市民に知ってほしいと思います。 

最後に第 27 回加古川市青年海外派

遣に関わってくださったすべての人

に感謝申し上げるとともに、加古川市

とマリンガ市の更なる発展を心より

お祈り申し上げます。ありがとうございました。 
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団員レポート   地球の反対側の家族 

宮城
M I Y A G I

 佳奈
K A N A

 
私のホームステイ先は兄のルイスが日本

語学校に通っていて少し日本語が話せまし

たが、ほとんどがポルトガル語でした。私

は「ありがとう」「はい・いいえ」「おはよ

う」「自分の名前」しか話せなかったのでと

ても戸惑いました。特に、最初は緊張や不

安もあり必要な会話はほとんど翻訳アプリ

を使いました。その日の歓迎夕食会では、

ほかの派遣生のお家の日系の方を通じて話

しました。話をしていくうちにとても仲良

くなれ、４日間コミュニケーションは大変かもしれないけど楽しみになりました。２日目か

らは前日に自分で伝えることができなかったのが少し悲しかったので、ジェスチャーや絵な

ど自分で伝えるようにし、なるべく翻訳アプリを使わないようにしました。ポルトガル語で

は何というの？と聞きたくさんの単語を教えてもらいました。会話は難しいけれど、「おい

しい」や「かわいい」など一つの単語だけでもお店やご飯の時に伝わると喜んでくれたし、

嬉しかったです。日本語を教えると「好き」や「かわいい」「おやすみなさい」は良く使っ

てくれました。 

ブラジルの人は明るく優しかったです。歓迎夕食会では不安だった私にいつでも困ったら

電話してと言ってくれたり、「昨日は困ったことはなかった？」やポルトガル語を教えてく

れたり、「カナちゃんはポルトガル語うまくなるよ」と言ってくれたり、また訪問先では皆

さんが歓迎してくれ、ブラジルのことをいろいろ教えてくださいました。２日目の夜のピザ

パーティーでは「若太鼓」のメンバーと仲良くなり、みんなでピザを食べたり、ゲームをし

たり、年齢はバラバラでもとても仲が良く、その空間に入ることができて楽しかったです。 

ホームステイ４日目は、加古川名物の「か

つめし」を家族で作りました。「かつめし」

の作り方は、ジェスチャーやルイスの助け

を借りてできるだけ自分で説明しました。 

ブラジルのカツはとても分厚かったので

薄くするためにマリアが一生懸命肉をたた

いてくれました。そのあとは、三人で小麦

粉、卵、パン粉、と順番につけていきまし

た。途中で手がベトベトになったり、加古

川の「かつめし」のキャラクターの説明を

したり、マリアが日本語で「かつめし」と
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書こうと「かつめし」の「つ」が逆に

なったりと、楽しんで作りました。盛

り付けも平たいお皿にお米をよそい盛

り付けました。いざ食べてもらうとき

は緊張しましたが、カタコトで「すご

く美味しい」と言ってくれたのでうれ

しかったです。「かつめし」はみんな完

食してくれました。父ジョーセは「か

つめし」をまた食べたいと言ってくれ、

日本のご飯について話したり、ブラジ

ルでの料理についていろいろと話しました。ホームステイ先でのご飯はどれもとてもおいし

く、食事の時間はとても楽しかったです。 

ホームステイ先の家族が「カナは家族です。いつでも帰ってきて」と言ってくれ感激しま

した。ブラジルは家族はもちろん、友人をそしてその友人もとても大切にします。友人は家

族のように思い信頼するそうです。その気持ちや考えは素晴らしいと思いましたし、だから

みんな明るく、フレンドリーだと納得しました。 

ブラジルには日系の人が多くブラジルで聞く日本語はなんだか不思議な感覚でした。お別

れ会で「上を向いて歩こう」の演奏をすると知っていた人は多く、みんな口ずさんでくれま

した。ブラジルで日本の音楽が聴けたことがうれしかったです。 

日本食の店や食べ物も多く、ブラジルではサーモンのお寿司やちゃんぽんのような焼きそ

ばなどもありました。 

ブラジルで自分が思っていたより日本を感じることができた気がします。 

ブラジルでは様々なところを訪問させていただきました。特に印象に残っているのは学校

訪問で、小学生が勉強してる教室に行くと元気にあいさつしてくれました。みんなで写真を

撮った後１人の男の子が、カタコトの日本語で「僕は○○です」と日本語であいさつしてく

れたことに驚いたしうれしかったです。休み時間は手を振ってくれたり、ハグや握手でみん

なが迎えてくれました。 

高校はスポーツ・勉強と自分がしたいことでお昼からの授業が違うのには驚いたけれど、

いい制度だなと思いました。また、子どもに寄り添い、家庭と学校が連携していたのは素晴

らしいと思います。日本でも家庭と学校の連係は課題です。子ども１人ひとりをしっかりと

みる教育だと感じました。１つの敷地に幼小中高があることで様々な年齢の人と触れ合い話

すことができるので、家族のような学校でした。 

今回の派遣では多くの体験をさせていただきました。特にイグアスの滝を見たとき「綺麗」

「迫力半端ない」と圧倒されました。イグアスの滝の水に打たれ、びしょびしょになったこ

とは忘れられない思い出です。素敵な体験でした。 

今回の派遣はどれも一生体験できない体験ばかりで私の一生の宝物で、思い出です。また

いつかブラジルに行きたいです。 

 

 

 



 

１８ 

 

派遣研修の記録 

 

  
出発式 サンパウロ空港（GRU）に到着 

  

サンパウロにて、加古川市出身の喜多山さんと会食 東洋人街 

  

マリンガに到着 ホストファミリーと 歓迎夕食会 

  

  



 

１９ 

 

 

 

 

 
加古川・マリンガ外国語センター設立 25 周年記念式典 マリンガ市役所表敬訪問 

  

ウニセズマール大学訪問 マリンガ市議会表敬訪問 

  

マリンガ日本公園 広大なトウモロコシ畑での収穫作業 

  

  

  



 

２０ 

 

  

  

  

お別れ夕食会での青年アトラクション ホストファミリーとのお別れ 

  

イグアス国立公園 イグアスの滝・悪魔の喉笛付近 

  
リオデジャネイロ・イパネマ海岸 ドバイ・アブラ乗船 



 

２１ 

 

現地の新聞に掲載されました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【JORNAL DO POVO (2018 年 8 月 11 日) より抜粋】 

 



 

２２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

２３ 

 

 

  



 

２４ 

 

公益財団法人 加古川市国際交流協会 

〒675-0017 兵庫県加古川市野口町良野３８７－１ 
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加古川市委託事業 


